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池 上 わ が ま ま 準 備 室 ？

　まず、 池上わがまま準備室という不思議な

名前のプロジェクトについて説明しましょう。

これは東京都と公益財団法人東京都歴史文

化財団アーツカウンシル東京と一般社団法人

谷中のおかっての主催による、 福祉施設を拠

点にアートプロジェクトを展開する 「TURN 

LAND プログラム」 という事業のなかで、 大

田区の参画施設 「気まぐれ八百屋だんだん」

「ステップ夢」 「大田区立池上福祉園」 を中

心としたプロジェクトを通じて施設関係者と

アーティストの協働から少しずつ生まれた活動

です。 アートというと美術館にならぶ絵画や

彫刻、 あるいは何か新奇で華々しいものを思

い浮かべるかもしれませんが、 現代のアート

はそうした伝統的なものや芸能的なものにか

ぎりません。 アートのありかたを探る実験的

なものから、 アートで世界を変えようとする政

治的なものまでさまざまです。 そのなかに社

会との新たな関わりを探るアートがあり 1、 い

わゆる 「アート」 の主役とされてきた作品と

作者だけではなく、 それを支えるプロセスや

制度などの社会的側面に視点を広げ、 さまざ

まな立場の人々を表現や企画や運営などの積

極的な主体として巻き込むことでアートの枠組

を広げようとしています。 そうした流れのひと

つとして TURN LAND プログラムも東京都

全域で福祉施設とアーティストの連携を推進

し、 ２０２２年度から池上わがまま準備室の前

身となる活動が動き出しました。 まずはアー

ティストと各施設の対面での交流が始まりまし

たが、 なにかすぐに 「アート作品を飾る」 と

か 「アートらしいことをやってみせる」 のでは

なく、 施設の運営者や利用者との交流と会議

を重ねながら双方が 「この関係のなかでアー

トにできることは何か」 を探りました。 アーティ

ストたちは施設利用者たちが日課の挨拶のな

かで行う 「自己紹介」 に感銘を受け、 これを

地域や他者とつながるための表現へと発展さ

せるべく試行錯誤を始めました。 翌２０２３年

の夏、 気まぐれ八百屋だんだんに関わる澤田

有司さんから、 アートの世界でいわれる 「表

現」 のイメージを 「わがまま」 と言い換えら

れないかという提案があり、 これを機に 「池

上わがまま準備室」 という名前が生まれまし

た。 地域のなかで本当はこんなことをしてみ

たい、 あるいは、 実はしたくなかったといった

素直な気持ちを表現した 「わがまま」 をお互

いに分かち合える環境づくりをめざし、 「空想

わがまま展示室」 「ちゃんとわがまま相談会」

「みんなのわがまま資料館」 などの枠組の素

案や、「わがまま問診票」 や 「わがままポスト」

といった道具がつくられました。これらをステッ

プ夢の利用者とともに実験したのち、 池上福

祉園が主催する 「いけいけハートフルフェス

タ」 ではアーティストが用務員と同じ立場で参

加し、 施設利用者と来場者に向けてわがまま

ポストを出展しました。 TURN LAND として

は最終年度となる２０２４年からは大田区雪ヶ

谷地域のまちづくり団体 「途草会」 が池上わ

がまま準備室に加わり、 参画施設のほかにも

近隣保育園との連携や大田区主催の住民交

流ワークショップでのわがままポスト活用を行

い、 自走化と地域定着への基盤づくりを進め

ました。 しかし、 このようにふとした弾みで出

てきた 「わがまま」 というもの、 そしてそれを

言うということは、 思ったよりも一筋縄ではい

かないものだと少しずつ明らかになっていきま

した。 ここからは「わがまま」の話をしましょう。



わ が ま ま は い け な い こ と ？　

　私たちの誰もがきっと 「わがままはいけませ

ん」 と、 いつかどこかで言われたことがあると

思います。 家庭かもしれないし、 学校かもし

れないし、 親しい間柄の相手かもしれないし、

社会のさまざまな場面で出会った誰かからか

もしれません。 それがいつ、 どこであったか

は覚えていなくとも、 私たちの多くは 「わがま

まはいけないこと」 をすっかり受け入れて、 願

いを言葉にすることも 「わがまま」 だと考えて、

自分にも他人にもそのように接してきたかもし

れません。 いつしか私たちの何かを願う気持

ちは、 どこかで誰かがすでに用意してくれた

ものから選ぶことで満たされるようになり、 自

分が本当に何を欲しいか、 何をしたいかにつ

いて、 考えることも誰かに伝えることも気おく

れしたまま、 すっかり忘れてしまっているかも

しれません。 そして、 いざ 「何がほしい？」

「何がしたい？」 と聞かれたらとっさの答えに

困り、 ちょっと贅沢なりに無理なく手に入るも

のや、 逆に世界平和のような誰も文句をいえ

ないようなことでお茶を濁してしまうかもしれ

ません。 そのどちらも素晴らしいものではあ

るけれども、 そのように先回りして待ち構えて

いるものだけに私たちの 「ほしい」 気持ちは

きれいに収まるでしょうか。 それぞれに過ご

してきた時間や、 暮らしている環境や、 でき

ることもできないこともちがう私たちの願いは、

本当ならやはり少なからずちがうはずです。

それはどんな些細なものでも、 たとえば 「あ

と少しだけ短いお箸がほしい」 のようなことで

も構いません。「これが欲しかったのでしょう？

ちゃんと調べて作っておきましたよ」 といわん

ばかりに親切に売られているものにも、 「これ

が長年の伝統ですよ」 とか 「これが偉い人た

ちが決めたことですよ」 と正しいとされるもの

にも、必ずしも満足しなくてよいのです。 また、

それらを消費主義だとか権威主義だとか大層

に騒ぎ立てて否定する必要もありません。 た

だ、 私たちは誰もが複雑で、 しかも少しずつ

異なり、 その 「少し」 のちがいが認められる

かどうかで一喜一憂できるほどには繊細だと

いうことを素直に受け入れてみましょう。 そし

て、 本当にほしいものを他の誰かが用意して

くれないなら、 自分でなんとかしても、 できそ

うな誰かに相談してもいいのです。 私たちは

かつて 「わがままはいけません」 と言われた

ころの聞き分けのない幼い子供のままでしょう

か。 もしかしたら、 今ならわがままをもう少し

うまく言えるかもしれません。 いつしか心の声

まで抑えたまま大人になり、 身近な暮らしのな

かでさえ避けてきた小さなわがままを許すこと

で、 自分のことや周りのものごとが少しだけき

め細かく見えてこないでしょうか。 試しに今、

こっそりと、 ただし焦らずに、 わがままに考え

てみてください。 ぼんやりと頭に浮かんだこと

は、 自分一人のために他人を犠牲にするよう

な傲慢なものや、 知られることさえ憚れるよう

なやましいものなど、 言葉にしただけで周りが

困るような 「いけないこと」 ばかりだったでしょ

うか？もし誰かに伝えてみたいと思えるわが

ままがあれば、 それはなにか大切な表現の始

まりであり、 あなた自身が社会に関わること

でそれを実現する主役になる第一歩です。

1. アートの社会との関わりは都市の公共空間への進出、美術制度の批
判、社会や政治への介入、観客の参加や公衆のまきこみなど、アーティ
ストによって近代以降さまざまに実践されてきましたが、近年では特
にアートの特権的主体としてのアーティストの社会との関係について
のより抜本的な見直しを含めて Socially-Engaged Art(SEA) という議論
が進み、日本語では社会関与の芸術などと訳されることがあります。







　わがままとはなんでしょうか。 語源をたずね

れば 「我儘」 と書いて、 私 （我＝わ） があ

るがまま （儘＝まま） に、 つまり自然にふるま

うということを意味します。 さらに辞書をひも

とけば、 どれを見ても他人を顧みないだとか、

自分勝手であるというように否定的に説明さ

れています。 言葉そのものは平安時代からあ

るようですが、 それがやや反省や遠慮の色を

帯びる近世を経て、はっきりと 「いけないこと」

になるのは近代以降のようです。 たとえば終

戦間際の新聞に掲載された塩の配給を請願

する投書には 「戦争です。 わがままや勝手は

死んでもいいません。 ……人騒がせもいたし

たくありません。」 と、 わがままと命が天秤に

かけられていました 2。 戦時下の日本で生ま

れた 「非国民」 という言葉は英語では個人

主義者と訳されます。 挙国一致の社会に対し

て 「私」 という個人がそれほど脅かされてい

た時代もありました。 そこまでいかずとも、 歴

史をふりかえれば近現代の日本では 「私」 は

どうもつねに居心地の悪いものでした。 女性

が個人という立場を意識することさえ難しかっ

た大正二年、 社会のあらゆる慣習やしがらみ

に抗い短くも奔放な生を貫いた女性解放運動

家の伊藤野枝が 18 才のときに書いた 「わが

まま」 という自伝的な小説には、 「私」 として

生きようとした女性の壮絶な心境が繊細に綴

られています。 同じころ、 少しばかり社会の

しがらみから自由だった白樺派の文人たちが

ヨーロッパの先人にも勇気づけられて個人の

体験や心境を描いた物語は揶揄もこめて 「私

小説」 と呼ばれ、 日本に芽生えたばかりの未

熟な 「私」 には、 自己への耽溺でも社会へ

の追従でもない 「社会化された私」 への成熟

という課題が与えられました 3。 戦争のあとも、

人口爆発による群衆のなかで 「私」 の確立に

もがいた団塊の世代から、 データとして遊離

した 「私」 が SNS で儚い比較にさらされる

Z 世代にいたるまで、 わがままの根底にある

「私」 は社会に翻弄されてなかなか落ちつきま

せん。 だから、「私」 を表現する側も、その 「私

以外の私」 の表現を受け止める側も、 まだ得

体のしれない 「私」 なるものの扱いに慣れて

いません。 いつしか誰もが受け入れていた「公

私混同」 という言葉のなかの公と私の一方的

な力関係に疑問さえ抱かないことにも、 自他

の 「私」 に対する不安や不信が潜んでいます。

そんな頼りない 「私」 が急に勢いづいてある

がままにふるまえば、 「私」 と 「私以外の私」

の総和である社会に戸惑いが広がることもあ

るでしょう。 もしかすると、 その 「あるがまま」

のつもりの 「私」 も、 自然に滲み出たという

より、 不自然な反動や昂揚や緊張からの大暴

れかもしれません。 このように 「わがまま」 と

いう何気ないたった四文字には、 社会と、 自

己と、 自然であることという、 身近なようで

つかみどころのない三つの大きなものが絡み

合っていました 4。 だからこそわがままは否応

なく社会のなかの自己表現であり、しかも「私」

の奥底に抑え込まれてきた内なる自然を、 無

理に歪めることも飾ることもせず掬い上げると

いう、実に一筋縄ではいかない試みなのです。

わ が ま ま の わ ？

2. 読売新聞 1944 年 9 月 25 日 / 3. 文芸評論家・小林秀雄の「私小説
論」(1935) を中心とした一連の議論。 / 4. この不可分の絡み合いのな
かで、J-J. ルソーの『エミール』（1762）は教育のありようを問い、H. ベ
ルクソンの『道徳と宗教の二源泉』(1932) は広義の創造を論じました。



　池上わがまま準備室は、 「準備」 という 「わ

がまま以前」 のところにこだわっています。 そ

れは、 まだおぼつかない 「私」 が不慣れな

「わがまま」 をうまく表現すること、 そして同

じだけ大切なこととして、 他の 「私」 たちがそ

の表現をうまく受け止めることの難しさのため

です。 もしすでに誰もがお互いに巧みにわが

ままを使いこなせていたら、 それを勢いづけ

る 「わがまま推進室」 やそれを集める 「わが

まま図書館」 のような名前になっていたかもし

れません。 しかし、大切なのはわがままの「量」

ではなくて 「質」 です。 ただ言えばいいわけ

でも、 ただ言わせておけばいいわけでもあり

ません。 わがままが基本的に 「いけないこと」

であるかぎり、 「さあ、 自由にわがままを言っ

てください」 とお願いしても、 出てくるのは面

倒な質問をやりすごすための手軽な欲求や妥

当な願望ばかりになるでしょう。 だけどそんな

その場しのぎの言葉にその人が本当に表れて

いるでしょうか。 そして、 そんなものに誰かが

深く耳を傾けるでしょうか。 自分が本当にほし

いもの、 したいことを表現する、 という言葉に

すれば簡単な 「わがまま」 は、 いざやってみ

ると、 「さあ」 ひとつで 「自由に」 できるほど

一筋縄ではいきません。 まるでできてあたり

まえのように 「さあ」 と迫られて、 とっさに気

が引けるとき、 何も思い浮かばないとき、 お

仕着せの何かに飛びつくとき、 立派な誰かの

人まねに逃げてしまうとき、そこには長年 「私」

を怖気づかせてきた社会がちらつきます。 子

供でも大人でも、 本気で表現した自分を否定

されることや軽く流されることは悲しいし、 恥

ずかしいし、 情けなくなります。 ましてや自己

表現そのものが 「いけないこと」 となら、 ど

うせまともに聞いてくれないと初めから気持ち

がくじかれてしまいます。 そんなふうに自分の

「私」 を大切にできないと、 他人の 「私」 も

ぞんざいに扱ってしまうでしょう。 自分と向き

合いそれを表現することを脅かす社会の 「私」

に対する冷たさは、 他でもない私が私自身に

向けた無関心の鏡かもしれません。 わがまま

が大切な自己表現であるなら、 周りもそれを

きちんと受け止めるために構えておかないと、

あえて言わせる意味がありません。 わがまま

を単にやぶれかぶれで溢れだした願望とその

苦笑交じりの対応という 「私」 の大騒ぎで終

わらせないためには、 言うことと聞くことの向

かい合わせの関係のなかで表現の前後を整

えるさまざまな工夫が欠かせません。 たとえ

ば 「お店で買えないわがままを」 と手軽な選

択を封じておく、 「この街のどこで誰と」 と具

体的な場面を連想させる、 あるいは 「もっと

わがままでいいですよ」 と謙虚さに逃げようと

した気持ちを自己表現に傾けるよう応援する

のもいいでしょう。 そして、 あれこれ試しても

なかなかうまくいかないはずです。 日々抑え

込まれてきた 「私」 の積年の想いを引き出す

にはそれなりの段階を踏まねばならず、 すぐ

にうまくいかずとも焦らずに工夫を重ねること

が聞きだす側の技巧になります。 大きくじっく

りと構えることがまず大切です。 その心構えこ

そが、 何でもいいからと口先から漏れたわが

ままを集めるためではなく、 たとえ一度でもう

まく言えたならばその人と周りのものごとを長

い時間をかけて変えてしまうような会心のわ

がままを分かち合うための最初の準備です。  

わ が ま ま を 分 か ち 合 う 準 備 ？







わ 道 の 道 具 立 て ？

　わがままが実は簡単ではなく、 それはどうや

ら表現をする側のひとりひとりの 「私」 個人だ

けの問題ではなく、 むしろそれを受け止める

側の 「私以外の私」 たちを含めた 「私」 の総

和である社会にその準備ができていないため

だとわかってきました。 そんな状態で自分一

人がはりきっても空回りするだけです。 逆にい

えば、うまくわがままが言えなくても自分に 「わ

がままの才能」 があるかなんて気にしなくてい

いということです。 子供のころには誰でもでき

たことだから、 まずは安心して社会のせいにし

て、 自分がその社会の一員であることの可能

性に向き合いましょう。 社会のすべてを変える

ことは難しいですが、 私たちが実際に暮らす

社会は異なる雰囲気を持つさまざまな 「場」

に小さく分かれています。 わがままが社会の

なかの 「私」 の奥底にある自然な気持ちを無

理に捻じ曲げることなく表現するものであるな

らば、 その成否はこれを脅かすことなく引き

出し、 余裕をもって受け止められる場づくりに

かかっています。 わがままがもし不穏な空気

を生むとすれば、 それは誰かの 「私」 が少し

枠を外れて出てきただけで慌てふためく 「私」

たちの焦りが場を支配してしまうからではな

いでしょうか。 では、 この場づくりにどう着手

すればよいか。 池上わがまま準備室はそれを

数々の失敗とともに模索してきました。 今では

乱暴だったとわかる 「さあ、 どうぞ」 という聞

き方でわがままを促すも本心を深く引き出す

までには至れず、 あるときは気軽なわがままを

引き出しすぎて 「よくばり」 を解放し、 またあ

るときはいい調子で引き出せてきた会心のわ

がままがいざ人前に出るところで一気に萎ん

でしまったこともありました。 そうした試行錯

誤のなかで少しずつ方法が編み出され、 さら

にそれをかたちにした 「道具」 が生まれました。

いつ何を言い出すかわからない他人よりは落

ち着いて自分と向き合うための相手となる 「わ

がままワークシート」、 誰かにわがままを言う

のは気が引けるが何の反応もないのも寂しい

という複雑な気持ちに応えるべくさまざまな電

子音声とともにわがままを受けとる 「わがまま

ポスト」、 そして、 表現されたわがままの居場

所となり、 そのまま手本帖にもなる 「わがまま

ファイル」 を中心に、 わがままの準備運動と

なる自己紹介代わりの私物自慢のための展示

台、 屋外でもゆったりとわがままに思いをは

せることのできる席を保つためのリヤカー屋台

一式、 雑踏のなかでも手短にわがままの意義

を共有するための紙芝居と移動式の一脚上演

台などが状況に応じて導入されました。 これら

の道具立ては、 わがままを表現する側と受け

止める側の関係を条件づけ、 気まぐれを制し、

お互いの作法を導く枠組となりました。 ひとつ

のできごとを挟んで向かい合う関係をかたち

にした道具と作法が整えられたものに茶道が

あります。 今はまだ口先だけの些事と思われ、

うかつにも手ぶらで不用意に始まり乱雑に終

わってしまうわがままも、 かたちある道具に作

法を支えられて巧みに表現されることで、 心

底からの想いを分かち合うひとつの文化へと

洗練されるかもしれません。めざすところは「私

（わ）」 と 「和 （わ）」 を結ぶものとしてのわが

ままです。 その期待を込めて池上わがまま準

備室はわがままの芸道としての 「わ道」 を標

榜しています。さまざまな流派が各々「わ道具」

を揃え、 一期一会の 「わ席」 を設け、 技芸と

精神を高めあうようになればなによりです。



わ が ま ま と ア ー ト ？

　ここまで、 池上わがまま準備室のなりたちか

ら、 わがままの表現としての可能性、 その歴

史的な流れ、 その根底にある 「私」 と社会、

その難しさと準備の大切さ、 そして、 そのため

の場を整える道具立てへと、 駆け足ながら言

葉にしてきました。 もし、 ほんの少しでも 「わ

がままって意外と奥深いのでは」 と興味を抱

き、 「わがままを言ってもいいかも」 と気持ち

を改めることがあれば、 わがままをうまく言え

るか、 そして、 それが受け入れられるか、 試

してみませんか。 いきなりそれは難しいと思う

なら、 まずは聞く方の立場から、 いつもより

寛大にわがままに臨んでみましょう。 誰かのわ

がままに 「いけません」 とか 「言っちゃった」

という態度を示さず、 「そうなんだ」 とか 「叶

うといいね」 というなおざりな無関心も突きつ

けず、 むしろ 「もっと聞かせて」 と掘り下げて

もよいし、 「こうしたらできるかも？」 と行動に

導いてもいいでしょう。 聞いているうちに自分

も話したくなるかもしれません。 やり方はきっ

と人それぞれですが、 大切なことはわがままを

「表現」 として尊重し、 その奥に見え隠れする

その人らしさに心を傾けることです。 他人のわ

がままを応援することで、 自分のわがままも許

せるようになるでしょう。 そして、 もし本当に

やりたい会心のわがままを言葉にできたとき、

その実現には想像以上にやるべきことがあり、

その解決には技巧や閃きや誰かの協力が必要

なこともわかってくるはずです。 そのとき、アー

トをひとつの 「手本」 として思い出してみてく

ださい。 アーティストは、 この世界にまだ与え

られていない何かを実現することを望み、 そ

の手はずを整えて実験を重ね、 ぼんやりとし

たイメージを少しずつかたちにしながら自分の

望んだものごとを社会に表現します。 そして、

それが狙いどおりにならなくとも、 たとえひど

い反応や無関心に晒されても、 簡単に諦める

ことなくさらなる表現を追求します。 アーティ

ストは決して 「わがままを許された存在」 とし

て天真爛漫に才能の赴くままふるまっているの

ではなく、 同じ社会に属し、 そのなかで自分

以外の誰かの喜びにもなると信じるものを分

かち合うために日々研鑽しています。 そして、

それは何かの商品やどこかの誰かに代わりに

実現してもらえるようなものではなく、かといっ

て、 なにも世界中の誰もが応援してくれるよう

なすでに価値を認められたものでもありませ

ん。 だからこそアートは 「わがまま」 にやるし

かなく、 社会の枠にはぴったりとは収まらず、

それでいて必ずしも 「いけないこと」 ではな

いのです。 もし、 あなたの望みもそのようなも

のであれば、それは否応なく個人としての 「私」

が与えられた枠をはみだし、 社会という 「私

と私以外の私たちの和」 に働きかける表現に

なるでしょう。 それをその場かぎりの発散で終

わらせず、 次にどうつなげるかを考えていけ

ば、 わがままは創作に転じます。 気軽に、 し

かし適当にではなく、 気長に、 自分なりの工

夫をしながら上達をめざして失敗や珍事も楽

しんでいきましょう。 そして、 まだ不慣れなわ

がままを今よりも少し上手にお互いに使いこな

せるようになったとき、 縁遠いものだったかも

しれないアートとのつながりが自分の暮らしの

なかに沢山あることにも気づくはずです。 わが

ままを表現として尊重し、 本気で向き合うとき、

その思考と実践はあなたの哲学と芸術になり、

その積み重ねはきっとあなたひとりだけの「私」

の世界を越えて広がっていくでしょう。
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